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次　号　予　告
特集　実問題へのアプローチ―数理システムユーザーコンファレンスから―
テーマパーク問題の新展開 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 清水　仁・藤野昭典・澤田　宏（NTTコミュニケーション科学基礎研究所），
松林達史（NTTサービスエボリューション研究所）

工場のピーク電力抑制を目的とした生産設備群の運転計画最適化 
 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .小熊祐司（（株）IHI技術開発本部技術基盤センター数理工学グループ）
自動交渉プラットフォームを有する混載マッチングシステムの提案 

 . . . . . . . . 近藤　愛・伊加田恵志（沖電気工業（株）イノベーション推進センター AI技術研究開発部）
ID-POS分析とAI，仮説検証にAIをどう適用し，実践に活用するか 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 鈴木聖一（（株）IDプラスアイ）
データフュージョン技術を活用したデータリッチ化への取り組み 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .片柳伊佐（（株）ビデオリサーチソリューション事業局ソリューション開発部）
次世代統合プラットフォームMSIPによるデータ活用―ビジネスに数理科学を― 

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 小木しのぶ（（株）NTTデータ数理システム）
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メーリングリストに登録しよう
会員の方は，本学会のメーリングリストに登録すると，学会ならびに各研究部会の主催する研究発表会・セミナー等の催し
物に関する最新情報が得られます．登録方法については，http://www.orsj.or.jp/members/mlhowto.htmlをご覧ください．

編集後記
●2020年も師走となりました．昨年の今頃は，東京
オリンピックはどうなるだろうか，と想いを馳せてい
たことを懐かしく思い出します．
●コロナ禍を経て世の中は大きく変わりました．先ず
は，亡くなられた多くの方々のご冥福をお祈りすると
ともに，医療関係の皆さまのご尽力に深く感謝いたし
ます．次いで，この困難な状況においても，経済活動
を維持するために知恵を振り絞る皆さま，弛まぬ努力
で研究や学びを継続するすべての皆さまに感謝いたし
ます．
●さて，この度の特集では新進気鋭の先生皆さまの研

究成果が並べられております．いずれも読み応えがあ
り，このような時勢においても，未来はそんなに暗く
ない，と励まされます．
●2021年はどんな年になるでしょうか．来年の今頃
には何を思っているのでしょうか．結局，どのような
状況であろうと，人は未来に想いを馳せるものだと気
づく次第です．私も教育研究に携わる者の一人として，
今よりも少しでも良い未来となるように，一歩一歩，
できることに取り組んでいきたいと思います．来年が，
多くの皆さまに幸多きことを祈念しております．
 （小林隆史）
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